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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第105期

第３四半期連結
累計期間

第106期
第３四半期連結

累計期間
第105期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （百万円） 23,168 29,173 35,164

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △651 8 560

当期純利益又は四半期純損失

（△）
（百万円） △820 △433 387

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △708 △220 575

純資産額 （百万円） 14,987 14,743 15,063

総資産額 （百万円） 45,599 57,741 47,601

１株当たり当期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △16.60 △8.78 7.83

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 32.9 25.5 31.6

 

回次
第105期

第３四半期連結
会計期間

第106期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △17.44 △17.52

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第105期第３四半期連結累計期間及び第106期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第105期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

①業績全般について

当第３四半期連結累計期間における当社グループの事業環境は、海外では中国の経済減速不安など様々なリ

スクがあり、国内では急激に円安が進行する中で景気は回復の兆しが見られるものの総じて先行き不透明な状

況が続きました。

このような状況において、液晶パネル分野は大型パネル向けの受注が継続しました。また、スマートフォン

やタブレットなどモバイル機器用中小型パネル向けの受注が増加しました。

半導体分野は、先端分野での受注が増加しました。

こうした中で、当第３四半期連結累計期間の業績は、受注高は31,534百万円（前年同期比21.0％増）、売上

高は29,173百万円（前年同期比25.9％増）、営業損失は110百万円（前年同期は営業損失521百万円）となりま

した。経常利益は、円安の進行により為替差益が347百万円生じたこと、および為替予約に伴うデリバティブ評

価損172百万円が生じたこと等により８百万円（前年同期は経常損失651百万円）となりました。四半期純損失

は、当社が福井県小浜市に所有する土地の賃貸事業拡大のため、固定資産廃却損48百万円と敷地整備費用等44

百万円を事業構造改善費用93百万円として、および環境対策費71百万円を特別損失に計上したこと等により433

百万円（前年同期は四半期純損失820百万円）となりました。

②セグメントの業績について

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（ファインメカトロニクス部門）

液晶パネル前工程では、大型パネル分野の新規設備投資などにより売上が増加し、半導体前工程では、先

端分野での受注、売上が増加しました。しかしながら生産増に伴うサプライチェーンの構築においてロスが

発生したことと、円安の影響により原材料の調達ＣＤが計画未達となったこと等の理由により営業費用が増

加しました。

この結果、当セグメントの売上高は15,975百万円（前年同期比26.1％増）、セグメント損失は521百万円

（前年同期はセグメント損失215百万円）となりました。

（メカトロニクスシステム部門）

液晶パネル後工程では、大型パネル分野およびスマートフォンやタブレットなどモバイル機器用中小型パ

ネル向けの両方において受注、売上ともに増加しました。

この結果、当セグメントの売上高は10,597百万円（前年同期比40.7％増）、セグメント利益は354百万円

（前年同期はセグメント損失320百万円）となりました。
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（流通機器システム部門）

消費税増税の影響や券売機の大口物件の減少などで、たばこ自販機、券売機ともに売上が減少しました。

また、売上の減少に伴いセグメント損失が増加しました。

この結果、当セグメントの売上高は1,130百万円（前年同期比24.7％減）、セグメント損失は71百万円（前

年同期はセグメント損失31百万円）となりました。

（不動産賃貸部門）

不動産賃貸収入は計画通り推移し、売上高は1,470百万円（前年同期比0.2％減）、セグメント利益は336百

万円（前年同期比17.1％増）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,386百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 51,926,194 51,926,194
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

  1,000株

計 51,926,194 51,926,194 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（千株）

発行済株式総数
残高（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

－ 51,926 － 6,761 － 6,939

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式 2,517,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式49,321,000 49,321 －

単元未満株式 普通株式　　88,194 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 51,926,194 － －

総株主の議決権 － 49,321 －

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

芝浦メカトロニクス㈱

神奈川県横浜市栄区

笠間２－５－１
2,517,000 － 2,517,000 4.85

計 － 2,517,000 － 2,517,000 4.85

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役
ファインメカトロニク
ス事業部副事業部長

常務取締役
ファインメカトロニク
ス事業部副事業部長兼
技術第一グループ長

小川　佳次 平成26年７月15日

取締役
生産・調達本部長
兼製造技術グループ長
兼資材調達グループ長

取締役
生産・調達本部長
兼製造技術グループ長

今村　圭吾 平成26年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,987 5,017

受取手形及び売掛金 23,209 ※２ 30,729

商品及び製品 1,747 2,074

仕掛品 3,901 4,377

原材料及び貯蔵品 155 154

繰延税金資産 706 477

未収入金 581 1,217

その他 345 630

貸倒引当金 △94 △62

流動資産合計 34,541 44,616

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 28,442 28,261

減価償却累計額 △18,369 △18,589

建物及び構築物（純額） 10,073 9,672

機械装置及び運搬具 2,452 2,816

減価償却累計額 △1,877 △2,160

機械装置及び運搬具（純額） 575 655

工具、器具及び備品 542 579

減価償却累計額 △458 △473

工具、器具及び備品（純額） 83 106

土地 119 119

リース資産 456 369

減価償却累計額 △298 △249

リース資産（純額） 158 120

建設仮勘定 646 1,144

有形固定資産合計 11,656 11,818

無形固定資産   

特許権 362 365

リース資産 7 0

その他 292 221

無形固定資産合計 662 586

投資その他の資産   

投資有価証券 111 120

長期前払費用 5 7

繰延税金資産 234 216

その他 390 376

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 740 719

固定資産合計 13,059 13,125

資産合計 47,601 57,741
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,503 ※２ 13,900

短期借入金 8,118 10,425

1年内返済予定の長期借入金 2,000 1,700

リース債務 56 39

未払法人税等 190 59

未払費用 2,190 2,532

前受金 392 583

役員賞与引当金 23 25

受注損失引当金 7 137

資産除去債務 11 －

その他 520 478

流動負債合計 22,014 29,883

固定負債   

長期借入金 700 3,300

リース債務 123 93

長期未払金 19 4

退職給付に係る負債 6,172 6,207

役員退職慰労引当金 13 11

修繕引当金 403 392

資産除去債務 33 33

長期預り保証金 3,057 3,072

固定負債合計 10,523 13,114

負債合計 32,537 42,998

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,761 6,761

資本剰余金 9,107 9,107

利益剰余金 1,788 1,256

自己株式 △1,720 △1,721

株主資本合計 15,937 15,404

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21 28

為替換算調整勘定 312 326

退職給付に係る調整累計額 △1,208 △1,015

その他の包括利益累計額合計 △873 △660

純資産合計 15,063 14,743

負債純資産合計 47,601 57,741
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 23,168 29,173

売上原価 17,947 22,929

売上総利益 5,221 6,244

販売費及び一般管理費 5,742 6,355

営業損失（△） △521 △110

営業外収益   

受取利息 8 9

受取配当金 3 1

為替差益 － 347

投資有価証券売却益 52 －

保険解約返戻金 30 21

その他 40 69

営業外収益合計 135 449

営業外費用   

支払利息 117 109

為替差損 38 －

デリバティブ評価損 26 172

その他 84 46

営業外費用合計 265 329

経常利益又は経常損失（△） △651 8

特別損失   

事業構造改善費用 － ※１ 93

環境対策費 － 71

特別損失合計 － 165

税金等調整前四半期純損失（△） △651 △156

法人税、住民税及び事業税 42 31

法人税等調整額 125 245

法人税等合計 168 276

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △820 △433

四半期純損失（△） △820 △433
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △820 △433

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9 6

為替換算調整勘定 121 13

退職給付に係る調整額 － 192

その他の包括利益合計 111 213

四半期包括利益 △708 △220

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △708 △220
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

税金費用については、税引前四半期純利益に法定実効税率をベースとした年間予測税率を乗じて計算してお

ります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

当社の従業員の住宅資金借入金に対し、債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

従業員 14百万円 13百万円

　　計 14 13

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 －百万円 121百万円

支払手形 － 580

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　事業構造改善費用

当社が福井県小浜市に所有する土地の賃貸事業拡大に伴う費用であり、その内訳は固定資産廃却損48百万

円、敷地整備費用等44百万円であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 1,011百万円 932百万円

のれんの償却額 9 －
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月16日

取締役会
普通株式 98 2.0  平成26年３月31日  平成26年６月３日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

ファインメカ
トロニクス

メカトロニク
スシステム

流通機器
システム

不動産賃貸

売上高      

外部顧客への売上高 12,664 7,531 1,499 1,473 23,168

セグメント間の内部売上高又は振替高 18 94 1 － 114

計 12,683 7,625 1,501 1,473 23,283

セグメント利益又はセグメント損失（△） △215 △320 △31 287 △279

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △279

全社費用（注） △212

その他 △159

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △651

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の研究開発費のうち全社共通に係る要素開発費用でありま

す。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

ファインメカ
トロニクス

メカトロニク
スシステム

流通機器
システム

不動産賃貸

売上高      

外部顧客への売上高 15,975 10,597 1,130 1,470 29,173

セグメント間の内部売上高又は振替高 8 137 0 － 146

計 15,984 10,734 1,130 1,470 29,320

セグメント利益又はセグメント損失（△） △521 354 △71 336 98

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 98

全社費用（注） △218

その他 129

四半期連結損益計算書の経常利益 8

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の研究開発費のうち全社共通に係る要素開発費用でありま

す。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △16円60銭 △8円78銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（百万円） △820 △433

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） △820 △433

普通株式の期中平均株式数（千株） 49,410 49,409

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月９日

芝浦メカトロニクス株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新居　伸浩　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石川　達仁　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている芝浦メカトロニ

クス株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１

日から平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、芝浦メカトロニクス株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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